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日本鉱物科学会 平成 23年度第 3回 定例評議員会議事録 
 
日時：平成24年9月19日（水）18:00～20:00 
会場：京都大学 理学研究科1号館5階563 地惑専攻共通大会議室 
出席： 
評議員会 
会長：大谷栄治 
副会長：村上 隆 
評議員：奥山康子, 大藤弘明，小山内康人，鍵裕之， 伴雅雄， 

平島崇男，宮島 宏,  阿部なつ江，井上 徹，黒澤正紀,  
小暮敏博， 土谷信高，留岡和重， 永井隆哉，長瀬敏郎, 
中村美千彦，大和田正明，川本竜彦，土屋範芳， 
中牟田義博，濱本拓志，  宮脇律郎 

委任状：小澤一仁，  榊原正幸，高澤栄一，森下知晃，柳澤教雄 
欠席者：佐藤 努，上原誠一郎，貴治康夫 
 
庶務幹事：小山内康人 
会員幹事：阿部なつ江 
会計幹事：中村美千彦 
行事幹事：大和田正明 
和文誌編集幹事：赤坂正秀 
英文誌編集幹事：榎並正樹 
渉外幹事：井上 徹 
Elements幹事：鍵 裕之 
特務幹事（科研費担当）：土屋範芳 
特務幹事（会則・内規検討委員会委員長）：土`山 明 
特務幹事（会員減少対策担当）：平島崇男 
会計監査委員：伴  雅雄，長瀬敏郎 
三鉱連絡委員：小山内康人・大和田正明 
選挙管理委員会委員：安東淳一 
地球惑星科学連合2013年度学会選出プログラム委員：角替敏昭 
地惑連合連絡担当：大谷栄治，黒澤正紀 
行事委員会委員長：大和田正明幹事 
GKK編集委員会委員長：赤坂正秀幹事 
JMPS編集委員会委員長：榎並正樹幹事 
渉外委員会委員長：井上 徹幹事 
Elements委員会委員長：鍵 裕之 
将来企画委員会委員長：村上 隆副会長 
会則・内規検討委員会委員長：土`山 明 
教育普及委員会委員長：黒澤正紀 
博物館委員会委員長：坂野靖行 
2012年年会LOC委員長：平島崇男 
 
会議に先立ち，永井隆哉評議員が書記に選出された。 
 
Ⅰ. 報 告 事 項  

 
１．会員報告（阿部会員幹事） 
 平成23年度第2回評議員会以降の会員動静について報告があっ

た。2名の会員の御逝去，一般会員12名，シニア会員4名，学生

会員4名，賛助会員1団体の退会者があった。 
 
２．広報報告（柳澤広報幹事：代理庶務幹事） 

1) ホームページに関しては，HPのデザイン変更を行い，Nifty
のサイトに完全移転した。 

2) 会員へのML送信を43回実施した。内容は，学会事務連絡，公

募案内，関連学会案内など。 
 

3) 地球惑星連合大会の鉱物科学会ブース展示対応を行った｡ 
4) 将来企画委員会，Element編集委員会に参加した。 
 

３．渉外報告(井上渉外幹事) 

 2012日本地球惑星科学連合大会 （2012JpGU）の際，鉱物科学会

のブースにおいて，本学会会員執筆書籍の展示を行なった。ま

たこの企画は，日本鉱物科学会2012年年会においても引き続き

行っている。 
 
４．和文誌（GKK）編集報告(赤坂GKK編集幹事) 
 9月19日現在，岩石鉱物科学40巻5号(9月)～41巻4号(7月)の掲載件

数と頁数は次ぎの通り。原著論文73件 99p, 短報3件 13p，総説1
件14p，資料・解説6件50p，新刊紹介12件 8p, ニュース（他学会

案内，教官公募等）3p, 学会記事（評議員会・総会議事録，連合

ニュース等）36p, 2012年会案内・プログラム 26p, 追悼文0件，

0p，総目次 2p, 広告16件 10p, 白頁 3p，合計270頁。(1)発行，

編集状況：41巻4号 (7月号)発行済み。41巻5号（9月号）特集号2
編早期公開準備中。受理論文4編。印刷準備中，現在査読中論文：

4編。その内受理予定0編。(2) 編集委員会体制：退任(5名)：赤井

純治，有馬 眞，木股三善，藤巻宏和，水田敏夫。新任(４名）：

下林典正，髙澤栄一，坂野靖行，門馬綱一。 
 
５．英文誌（JMPS）編集報告（榎並JMPS編集幹事） 
 9月10日現在，平成23年度中に発行されたJMPS106巻5号(10月)～

107巻4号(8月)の掲載件数と頁数は6号分で次ぎの通り。Reviews 0
件0p，Article 17件 193p，Letter 13件74p，Technical 1件8p, Min. Abst. 
29件 6p，Editorial 1p，Errata 1p，投稿規定10p，Index 4p，Contents 
4p, 白頁4p，合計308頁。(1) 発行状況: 107巻4号(8月)発行済。107
巻5号(10月)原著論文2編と連合Letter 1編(受理, 印刷準備中) (2) 
編集状況: 2012年9月10日現在：査読中論文 21編。2011年10月1
日から2012年9月2日まで：総投稿数55(昨年度同時期47)編, 通常

原稿37(29)編，年会Letter12(12)編，連合Letters6(6)編,うち海外投

稿数18(17) 編，査読終了原稿数33 (31) 編，[うち受理原稿15 (23) 
編，不受理（含む取り下げ）原稿18(12) 編]，査読中原稿22 (14) 編。 
(3) 2012年会講演を対象にLetter を募集中である。(4) 編集委員

会体制：編集委員長の交代：平島崇男（新）←榎並正樹（旧），

副編集委員長の交代：M. Satish-Kumar（新）←平島崇男（旧），

退任委員：藤野清志，木股三善，村上隆，鈴木和博，留岡和重，

新任委員：井上 徹（愛媛大学地球深部ダイナミクス研究セン

ター）， 篠田圭司（大阪市立大学）。 
 
６．庶務報告 (小山内庶務幹事) 
 平成23年度第2回評議員会以降のメール発信は，評議員会関連7
件，会員への連絡5件を行った。また，2013年連合大会プログラ

ム委員選出など9件の連合関係の事案に対応した。後援，共催，

協賛7件について報告があった。また，選挙方法にWEB投票（一

部は従来どおり郵送投票）を取り入れ7月に実施したことが報告

された。 
 
７．行事･年会報告（大和田行事幹事） 
 (1) 日本鉱物科学会2012年年会・総会：日程：2012年9月19日(水)

～21日(金) 会場：京都大学 吉田キャンパス北部構内  
(2) 2013年連合大会： 日程:2013年5月19日(日)～ 24日(金)  会

場：幕張メッセ国際会議場  
(3) 第1回JAMS-MonSEG共同事業としての九州・菱刈巡検（HP

掲載中），および 第2回JAMS-MonSEG共同事業としてのモ

ンゴル鉱山巡検   
(4) 日本鉱物科学会2013年年会・総会：日程(予定)：2013年9月11

日(水)～13日(金) 14日(土)巡検 会場：筑波大学第一エリア

(5) 2012年ポスター研究発表優秀賞審査の報告 
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８．Elements報告（鍵Elements幹事） 
Elements Society Newsについて，2012年度はNo.1～No.5までが対

応済みで，No.6についても現在対応すみであることが報告され

た。 
 
９．会長・副会長・評議員選挙報告 （安東選挙管理委員） 
 平成24年度会長・副会長・評議員選挙結果について，次のよう

な報告があった。 
 
会 長：村上 隆 
副会長：小山内康人 
評議員：任期３年：（平成24年9月20日～平成27年総会まで） 

    赤坂正秀，石渡 明，榎並正樹，片山郁夫，木村純一， 
土`山 明, 廣井美邦，本間 寿，宮嶋  敏 圦本尚義 

   （以上五十音順） 
＜次点＞ 角替敏昭  ＜次次点＞ 吉朝 朗 

 
今回，現評議員の小山内康人会員が副会長に当選したことによ

り，選挙内規の14項に従って，次点である角替敏昭会員が評議

員として補充された。この措置に伴い次次点者の吉朝朗会員が

次点対応となり，以下の結果となった。 
補充評議員：任期2年（平成24年9月20日～平成26年総会まで） 

       角替敏昭 
＜次点＞吉朝 朗 
総投票数：287 票（WEB投票266票，郵送投票21）， 

無効投票数：11票（WEB投票11票，郵送投票0） 
正会員立会い：大川真紀雄 

 
１０.将来企画委員会報告（村上委員長） 

9月19日（水）13:00-14:00に開催された第９回将来企画委員会で

の以下の議論について報告された。 
1. 一般社団法人化の検討報告，2. 科研費（成果公開促進費補助

金）の変化， (1)JpGUの新規ジャーナルへの対応， (2)JMPSの
今後 

 

１１．選挙規則改正など文案への答申報告 

（土`山会則・内規検討委員会委員長） 

評議員会から諮問された以下の改正文，削除，加筆につて，当

委員会で審議した結果，改正が必要であることを答申報告した。 
1. 選挙内規改正文案   
2. 「科研費補助金の経理管理と執行」削除 
3．Elements関連加筆 

 
１２．博物館委員会報告(坂野委員長） 
国 際 会 議 International Conference on Mineralogy and 
Museums(M&M)日本開催立候補に関して第2回評議員会で承認

が得られたため，6月にIMA Commission on Museums(CM)へ招致

提案書を送付した。8月にドイツで開催されたM&M7でのCMの

business meetingにおいて，次回M&M8の日本招致提案を行った。

他国からの招致提案はなかった。しかしなから，CM委員長が空

席となったため（この会議で新委員長の選出ができなかった），

日本招致提案の投票はおこなわれず，次回開催国決定は保留と

なった。CM Secretary (Dr Davidson)に，できるだけ早く開催国決

定をするように依頼した。 
 
１３．教育普及委員会報告（黒澤委員長） 
平成25年度文部科学省募集の「一家に1枚」ポスター製作企画に

ついて，応募していた「鉱物―地球と宇宙の宝物―」の企画が

採択され，今年中に図案を決定し，来年春には全国の小中高校，

科学館等への配布が行われる予定であることが報告された。 
 

 

１４．三鉱連絡会報告（大和田委員） 
三鉱名簿の冊子体発行をやめることが報告された。また，9月3
日～6日実施の第2回モンゴル鉱山巡検について報告があった。 

１5．地惑連合報告(大谷会長) 
1)2012年大会報告と2013年大会の方針，2) 国際対応：2014年札

幌AOGSに向けての方針，3) 連合ジャーナルについて報告があ

った。 
 

１６. 学術会議報告（大谷会長） 

 (1) 地球惑星科学委員会， (2) 大学教育問題分科会，(3) IMA分

科会について報告があった。 
 

１７．その他の報告(小山内庶務幹事) 

 (1) 外部調査依頼報告，(2)  JpGU教育問題検討委員会赤井委員

退任の報告， (3) カナダ鉱物学会との学会誌交換担当の松井正

典会員退任の報告，(4)  2016年のGoldschmidtの日本開催の件に

ついて報告があった。 
 

II. 承 認 事 項 

 
１． 会員承認（阿部会員幹事） 
 以下の正会員7名，学生正会員37名の入会申込書が回覧され，入

会が承認された。また永年会員への移行2名（仲井豊，細野義純）

と復活1名（横路 悠）が承認された。購読会員3件の中止がり，

除名対象者4名のうち2名は再確認することとし，議決により2名
が除名となり，転居先不明者が1名あった。 
 

入会の承認  合計44名（入会申込み書別添え） 
 
＜一般正会員 7 名＞ 

氏名 勤務先名 
REHMAN  Hafiz 鹿児島大学大学院理工学研究科地球環境科学
小松 睦美 早稲田大学高等研究所 
水田 広二 株式会社オイシス
佐久間 博 東京工業大学大学院理工学研究科 
瀧川  晶 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻
田邊 満雄 有限会社田辺工産
三浦  均 東北大学大学院理学研究科地学専攻 
 
＜学生正会員 37 名＞ 
学生会員 在学先名 学年(申込時) 指導教官
奥村 大河 東京大学大学院理学系研   D2 小暮敏博
佐藤 勇輝 東北大学東北アジア研究セ   B4 石渡 明
田口 知樹 名古屋大学環境学研究科     M2 榎並正樹
岩瀬知佳子 新潟大学大学院自然科学研  M1 赤井純治
中村友梨江 東北大学大学院理学研究科  M1 栗林貴弘
小川 大貴 山形大学大学院理工学研    M1 中島和夫
増野いづみ 東北大学大学院理学研究科   M1 大谷栄治
宮崎 貴弘 岡山大学理学部地球科学科  M1 中村大輔
渕崎 円香 金沢大学大学院自然科学研  M2 福士圭介
西山 理沙 金沢大学大学院自然科学研  M2 福士圭介

常     昱 東京大学大学院理学系研    M2 
田近英一 
(非会員)

松本 恵子 東北大学大学院理学研究科  M2 中村美千彦
ZHAO Limin 島根大学総合理工学部    M2 高須 晃
武内美佑紀 金沢大学理工学域自然系     D1 荒井章司
富田 千尋 大阪市立大学大学院理学研  M2 篠田圭司
谷口 隆文 大阪市立大学大学院理学研  M2 篠田圭司
松本  恵 神戸大学大学院理学研究科  D1 留岡和重
松浦 弘明 島根大学院総合理工学研    M1 高須 晃
土谷 成輝 京都大学大学院理学研究科  M2 平島崇男
市村  隼 神戸大学大学院理学研究科  D1 留岡和重
矢野 裕美 筑波大学大学院生命環境研  M2 木股三善
上田 匡将 京都大学大学院理学研究科   D5 平島崇男
細川 亮介 富山大学院理工学教育部    M2 清水正明
伊藤 美久 東京理科大学大学院         M1 中井 泉

中田 亮一 広島大学大学院理学研究科   D2 
高橋嘉夫 
(非会員)

KHISHGEE Chinbat 島根大総合理工学研  M2 赤坂正秀
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松本  徹 大阪大学大学院理学研究科  D2 土` 山明
山崎 悠子 熊本大学大学院自然科学研  M1 磯部博志
針生  剛 東北大学金属材料研究所, 研究生 杉山和正
武者 倫正 東北大学大学院環境科学研   D1 土屋範芳
酒井  碧 神戸大学大学院理学研究科   M1 留岡和重
北野 一平 九州大学院比較社会文化学府 M1 小山内康人
藤高 志帆 岡山理科大学大学院理学研   M2 小林祥一
延寿 里美 九州大学理学部地球惑星     B4 上原誠一郎
青柳 雄也 東京大学大学院理学系研究科 M1 三河内 岳
山﨑由貴子 九州大学大学院理学府       D1  池田 剛
磯嶋  緑 東北大学理学研究科         M1 中村美千彦
 
平成23年度第2回評議員会以降，上記承認後の平成24年9月19日現

時点での会員数は988名(一般正会員702名，シニア会員140名，学生

正会員103名，永年会員36名，名誉会員7名)となり，賛助会員，購

読会員を含む団体登録は178件，総数1,166件である。 
 
平成23年度中増数内容 
（入会一般11名+入会学生48名+復活2名） 会員増 計61名 
平成23年度中減数内容 
（物故6名+退会37名+不明2名+除名2名） 会員減 計47名   
              平成23年度会員実質増14名 
 
２．平成23年度会計決算報告･承認（中村会計幹事） 

 学会財政に関する審議の後，日本鉱物科学会平成23年度会計決

算報告を審議，承認された。また，日本鉱物科学会平成23年度

特別会計決算報告を審議の結果承認された。 
 

(1)日本鉱物科学会平成23年度会計決算報告    (後頁表1) 
(2)日本鉱物科学会平成23年度特別会計決算報告  (後頁表2) 

 
３．平成23年度会計監査報告・承認（伴会計監査委員） 

 伴雅雄会計監査委員より平成23年度の学会会計が平成24年9月7
日に伴・長瀬両会計監査委員により行われ，帳簿類，会計内容

とも健全に処理されていることが報告され，質疑の後，承認さ

れた。 
 

４．選挙規則と Elements 内規の変更と「科研費補助金の経理管

理と執行」削除の改正承認（小山内庶務幹事） 

 

選挙内規とElements内規の変更，科研費補助金の経理管理と執行

に関する内規の削除につい議論され，改正が承認された。 
 
1. 改正選挙内規改正文は後頁の会則など掲載頁参照 
2. 「科研費補助金の経理管理と執行」は削除。 
3．Elements関連加筆は下記の通り。 

   (1) 会則 第17条 
幹事は評議員会の議案に基づいて本会の庶務, 会員，会計，行

事，和文誌編集，英文誌編集，渉外，広報，Elements，および

その他の業務を分担執行する．幹事は評議員会に出席して，

担当事項について報告する義務を負う． 
(2) Elements 委員会内規  

2．本委員会は，1名の委員長と庶務，GKK，JMPS，行事，渉

外，広報の各幹事の役職指定委員およびSociety News Editor，
Executive Committee Member，その他の数名の委員で構成す

る．   
(5) 雑誌Elementsの「Executive Committee Member」は会長が

指名する． 
 
５. 特務幹事（科研費担当）解任 (小山内庶務幹事） 
 学会として科研費への申請を取りやめたことから，科研費担当

の特務幹事の必要性がなくなったため解任することが承認され

た。 
 

６．カナダ鉱物学会との学会誌交換担当推薦（井上渉外幹事） 
 松井正典現委員から宮脇律郎会員に交代することが承認された。 
７．総会次第 案（小山内庶務幹事） 
 平成23年度総会次第案が提示され，質疑の後，承認された。 

 
総会次第 
一， 開会 
一， 議長選出：（司会：会長挨拶），書記選出，定足数の確認 
一， 物故会員への黙祷  
一，  報告及び承認事項 
    1．平成23年度事業報告（会員，広報，渉外，編集，行事，

庶務，Elementsなど） 
    2．平成23年度会計決算報告と承認 
    3．会計監査報告 
    4．平成24年度会長・副会長・評議員選挙結果報告 
    5．その他 
一， 審議事項 
    1. 平成24年度事業計画 
    2. 平成24年度予算について 
    3. 会則改正 
    4. その他 
一， 日本鉱物科学会賞授与 
一， 渡邉萬次郎賞授与 
一， 日本鉱物科学会論文賞授与 
一， 日本鉱物科学会研究奨励賞授与 
一， 日本鉱物科学会応用鉱物科学賞授与 
一， 櫻井賞授与 
一，  日本鉱物科学会ポスター発表最優秀賞授与 
一， 日本鉱物科学会ポスター発表優秀賞授与 
 

III. 審 議 事 項 

 
１．平成24年度会計予算案について（中村会計幹事） 
 学会財政に関する審議の後，日本鉱物科学会平成24年度一般会

計予算案を審議，承認された。また，平成24年度特別会計予算

案が提示され審議の結果，承認された。 
  

(1)日本鉱物科学会平成24年度会計予算案     （後頁表3）    
 (2)日本鉱物科学会平成24年度特別会計予算案 （後頁表4）  

 
２．JpGU教育問題検討委員会交代委員推薦の件（庶務） 
 赤井純治現委員からの交代委員として奥山康子会員を推薦する

ことが承認された。 
 

３．JpGUジャーナルへの対応とJMPS科研費対応 
 (1) JpGUが科研費申請する新規ジャーナルの共同出版について

は，編集委員として大谷栄治会長，運営委員として次期JMPS
編集委員長（平島崇男）に参加をお願いすることが承認され

た。 
(2) JMPSの科研費対応としては，過去2回不採択だったことから

自力で発行する努力をしてきていること，更に日本学術振興

会科研費申請内容が大幅に改定されJMPSが申請できる内容で

はないことから，今後科研費申請をしないことが承認された。   
 
４．2013年年会の件（大和田行事幹事） 
筑波大学において，2013年9月11日(水)～13日(金)(予定)に日本地

球化学会と同日開催することが承認された。 
 
 
 
 
 


